
 

 

福島ダイアログ 
9年間の軌跡について語る  

～国際放射線防護委員会（ICRP）の協力による対話の継続～ 
 

2019 年 12 月 14 日（土）、15日（日） 
コラッセふくしま 3F 企画展示室 

 
【日時・場所】 

12 月 14 日（土） 
9:30～12:00   現地見学（佐々木牧場） ※要事前予約（予約は締切りました） 
        予約→ https://fukushima-dialogue.jp/entry201912/ 
13:45～17:20  コラッセふくしま 企画展示室 
17:30～19:30  懇親会 コラッセふくしま 12階 KIICHIGO ※求事前登録 
 
12 月 15 日（日） 
9:00～16:30  コラッセふくしま 企画展示室 ※予約不要、参加費無料 
 
共催：国際放射線防護委員会（ICRP） 
     国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA） 

NPO法人福島ダイアログ 
後援：フランス放射線防護原子力安全研究所(IRSN) 

 
同時通訳：Hirano Co. Ltd 
 

令和元年度第２回「心の復興」事業補助金対象事業 
 

お知らせ 
本ダイアログは、映像記録を残し、許可を得た上でネットに公開することを予
定しております。公開を希望されない方は、主催までお知らせください。 

 
目的 

東京電力福島第一原子力発電所事故からもうじき 9年を迎える。 
当初は混乱を極めていた状況も徐々に落ち着きを取り戻してきたように見える。
まもなく 10年目を迎えることとなり、原発事故からの経緯を振り返る試みも多
くなされるであろうことが予想される。それを前に、それぞれにとって原発事
故とその後の時間がどのような経験であったのか、当時と現在を比較して語り
あう機会としたい。そのために、過去のダイアログに参加した福島圏内の参加
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者にダイアログに参加してもらい、これまでの期間の彼らの経験とそれについ
てどのように感じたかを共有する。また、2016 年チェルノブイリ事故 30周年
の機会に仏独共同チャンネルARTEで放映されたドキュメンタリーフィルム
『チェルノブイリ・福島 Living with Legacy』を会場で観賞し、ここ数年につ
いて振り返り、考える機会としたい。最後に、継続的にダイアログに参加して
きた海外、国際機関のいくつかから、ダイアログと福島での原発事故の経験か
ら何を学び、それぞれの組織でどのように生かされようとしているのかを語っ
てもらうこととする。 
 
１日目：12 月 14 日（土） 
 9:15          福島駅西口集合・バス乗車 
 9:30～12:00   現地見学：佐々木牧場見学（参加無料・要事前予約） 
 12:00～13:00  昼食 
13:45～14:00 はじまりの挨拶（安東量子：福島ダイアログ） 
14:00～14:20 飯舘村のあの頃と今（菅野宗夫：飯舘村） 
14:20～14:40 事故当時の私、今の私（新井芳美：ライフフォーマザーズ） 
14:40～15:00 東電と住民の橋渡し（吉川彰浩：AFW）  
15:00～15:30 コーヒーブレイク  
15:30～16:10 見学者の視点はどのように変わったか？ 

（杉本陽子：リプルンふくしま/佐藤里砂：コミュタン福島） 
16:10～16:30 高校生の対話の報告（原尚志：安積高校/植頭康裕：JAEA） 
16:30～16:50  ダイアログから IRSNは何を学んだか？ 

（ジャン＝フランソワ・ルコント：IRSN） 
16:50～17:00  国際会議(2020 年 11 月 30 日～12月 4日)の案内 
                （クリストファー・クレメント：ICRP）  
 
 17:30～19:30 懇親会（コラッセふくしま 12階 KIICHIGO） 
 
２日目：12 月 15 日（日） 
8:30～       受付開始 
9:00～9:05   始まり挨拶（安東量子：福島ダイアログ） 
9:05～9:15   昨日の振り返り（金井裕美子：福島ダイアログ） 
9:15～9:40   事故から県内の農業はどのように発展したか 

（数又清市：JA福島みらい） 
9:40～10:05  伊達への帰還後状況はどのように変化したか 

（石川哲也：伊達市）  
 



 

 

 10:05～10:30 私たちが住んでいた場所の記憶を残すこと 
（田中信一：双葉町）  

10:30～11:00 コーヒーブレイク 
11:00～12:30 ドキュメンタリー『チェルノブイリ・福島 Living With 

Legacy』上映 
12:30～13:30 昼食  主催で準備 
   
ダイアログ：福島の、ダイアログの経験はどのように生かされたか？ この
先なにを望むか？  
  13:30～15:00 司会：安東量子 
 参加者：田中信一、半澤隆宏、原尚志、吉川彰浩、杉本陽子、佐藤和之、    

石川哲也、佐久間香里、ジャン＝フランソワ・ルコント、クリスト
ファー・クレメント、高橋誠 

15:00～15:30  コーヒーブレイク 
15:30～15:50  ダイアログの内容まとめ（植頭康裕：JAEA） 
15:50～16:10  全体の議論 
16:10～16:30  福島ダイアログのこれから（安東量子：福島ダイアログ） 
16:30～16:40 おわりの挨拶（植頭康裕：JAEA） 
16:40  終了 
 （お帰りの際は、名札と通訳機の返却をお願いします。） 
 
ダイアログセミナーの資料は、後日、NPO福島ダイアログのサイトで公開す
る予定です。 
 


